
北
海
道
の
児
童
文
学

｜
黎
明
期
〜
昭
和
期
戦
前
｜

柴

村

紀

代

一

児
童
文
学
の
は
じ
ま
り

児
童
文
学
す
な
わ
ち
「
子
ど
も
の
た
め
の
文
学
」
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、「
子
ど
も
」
を
独
立
し
た
人
格
と
し
て
認
め
る
社
会
認
識
が
必
要
で
あ
っ
た
。
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
の
『〞
子
供
〝
の

１
）

誕
生
』
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
子
ど
も
」
と
い
う
存
在
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で

も
明
治
維
新
以
前
の
封
建
時
代
は
、
子
ど
も
は
単
に
領
主
・
地
主
の
付
属
物
で
あ
り
、
子
ど
も
の
生
殺
与
奪
の
権
利
は
す
べ
て
親
に
あ
っ
た
。
明
治
維
新
に
よ
り
、
教

育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
学
制
が
公
布
さ
れ
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
は
学
齢
が
満
六
才
か
ら
一
四
才
と
定
め
る
教
育
体
制
が
整
っ

て
い
く
。
こ
の
学
校
制
度
の
出
発
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
の
た
め
の
雑
誌
が
次
々
と
生
ま
れ
て
来
た
。
作
文
を
志
す
少
年
の
投
稿
誌
と
し
て
「
穎えい
才さい
新
誌
」（
一
八
七

七
・
明
治
一
〇
年
）
が
生
ま
れ
、
や
が
て
、
文
学
、
学
術
記
事
、
修
養
記
事
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
総
合
雑
誌
「
少
年
園
」（
一
八
八
八
・
明
治
二
一
年
）
が
創
刊
さ
れ

た
。児

童
文
学
と
し
て
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
、
大
日
本
教
育
会
の
募
集
で
入
選
し
た
三
輪
弘
忠
の
「
少
年
之
玉
」
が
子
ど
も
の
た
め
の
児
童
文
学
と
し
て
の

最
初
で
あ
る
。
一
方
、
民
間
に
広
く
流
布
し
た
の
は
、
巌
谷
小
波
が
「
少
年
文
学
」
全
三
二
巻
（
博
文
館
）
の
第
一
編
と
し
て
出
し
た
創
作
「
こ
が
ね
丸
」（
一
八
九

三
三
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一
・
明
治
二
四
年
）
で
あ
る
。
小
波
は
「
こ
が
ね
丸
」
の
文
体
を
文
語
体
と
し
、
江
戸
時
代
か
ら
の
戯
作
や
講
談
調
を
取
り
入
れ
、
内
容
も
犬
の
仇
討
ち
物
語
と
い
う

古
い
道
徳
観
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
読
み
や
す
さ
が
多
く
の
子
ど
も
達
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

明
治
を
代
表
す
る
出
版
社
で
あ
る
博
文
館
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
「
日
本
之
少
年
」
を
創
刊
後
、
巌
谷
小
波
を
主
筆
に
迎
え
、
そ
れ
ま
で
の
「
日
本
之
少

年
」
等
の
雑
誌
を
併
合
し
、
明
治
二
八
年
「
少
年
世
界
」
を
創
刊
し
た
。
巌
谷
小
波
は
、
当
初
子
ど
も
の
た
め
の
読
み
物
を
「
少
年
文
学
」
と
称
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
「
お
伽
噺
」
と
い
う
名
称
を
用
い
、「
日
本
お
伽
噺
」「
世
界
お
伽
噺
」
と
し
て
、
内
外
の
昔
話
や
名
作
を
い
ち
早
く
紹
介
し
た
。

二

巌
谷
小
波
と
口
演
童
話

巌
谷
小
波
（
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
｜
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
）
は
東
京
都
生
ま
れ
、
本
名
季
雄
。
父
は
近
江
国
水
口
藩
医
で
維
新
後
高
級
官
吏
と
な
る
。
小

波
は
当
初
医
学
を
目
指
し
、
七
才
か
ら
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
が
、
明
治
二
〇
年
、
硯
友
社
に
入
社
。
尾
崎
紅
葉
ら
と
知
り
あ
い
、
文
学
の
道
へ
と
進
む
。
博
文
館
の
「
日

本
之
少
年
」
の
創
刊
に
関
わ
り
、
そ
の
後
も
「
少
年
文
学
」
叢
書
、「
日
本
昔
噺
」
第
一
編
「
桃
太
郎
」（
明
治
二
七
年
）
を
発
行
、
明
治
四
一
年
に
は
「
世
界
お
伽

噺
」
一
〇
〇
冊
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
児
童
文
学
の
草
創
期
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
「
日
本
児
童
文
学
の
祖
」
と
も
言
わ
れ
る
。

『
日
本
口
演
童

２
）

話
史
』
に
よ
れ
ば
、
巌
谷
小
波
が
口
演
童
話
を
始
め
た
の
は
、
明
治
二
九
年
京
都
旅
行
中
、
あ
る
小
学
校
校
長
に
「
お
伽
噺
の
口
演
を
」
と
頼
ま
れ

た
の
が
始
め
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
明
治
三
一
年
大
日
本
婦
人
教
育
会
の
依
頼
で
家
庭
講
演
及
び
お
伽
噺
口
演
を
行
い
、
以
後
、
毎
月
一
回
学
院
女
学
部
及
び
幼
稚
園

の
生
徒
に
お
伽
噺
口
演
を
行
っ
た
と
い
う
。
明
治
二
八
年
一
一
月
か
ら
近
衛
師
団
経
理
部
勤
務
の
久
留
島
武
彦
が
巌
谷
家
に
同
居
、
博
文
館
は
久
留
島
を
巡
回
講
演
部

主
任
に
任
じ
、
明
治
三
〇
〜
四
四
年
ま
で
、
小
波
と
武
彦
が
コ
ン
ビ
を
組
み
、
北
海
道
は
旭
川
ま
で
口
演
に
歩
い
た
と
い
う
。（
た
だ
し
、
現
在
ま
で
新
聞
各
紙
で
こ

の
時
期
小
波
が
北
海
道
に
口
演
に
来
た
と
い
う
記
録
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
）

巌
谷
大
四
『
波
の
跫
音
｜
巌
谷
小
波
伝
｜
』（
新
潮
選
書

昭
和
四
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
へ
の
口
演
旅
行
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
八
月
が
最
初
で
、
以

後
、
大
正
六
年
九
月
、
大
正
七
年
八
月
、
大
正
一
三
年
八
月
、
昭
和
四
年
八
月
は
こ
の
後
、
は
じ
め
て
樺
太
に
口
演
旅
行
へ
行
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

当
時
の
新
聞
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
に
来
道
の
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
大
正
六
年
九
月
一
六
日
小
樽
に
て
小
学
校
二
つ
と
夜
、
電
気
館
で
講
演
し
、
九
月
一
八

日
は
札
幌
の
女
子
尋
常
小
学
校
で
三
〇
〇
〇
人
の
女
子
の
前
で
講
演
し
た
と
あ
る
。
そ
の
記
事
に
「
四
年
前
よ
り
い
く
ら
か
老
け
て
」
と
あ
る
の
で
、
大
正
二
年
に
来

國
學
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大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
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二
巻
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札
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

『
日
本
口
演
童
話
史
』
に
は
、
以
後
、
大
正
時
代
に
か
け
て
口
演
童
話
が
流
布
し
て
い
く
様
子
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

明
治
期
に
基
礎
が
出
来
た
お
伽
噺
の
口
演
は
、
大
正
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
活
発
な
発
展
を
し
て
、
大
き
な
都
市
に
は
「
お
伽
倶
楽
部
」
が
で
き
、
大
正
七
年
頃
か
ら

「
お
伽
噺
」
は
「
童
話
」
と
呼
び
か
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
童
話
口
演
は
益
々
盛
ん
に
な
り
、
各
地
に
童
話
研
究
会
が
で
き
、
全
国
の
師
範

３
）

学
校
に
は
ほ
と
ん
ど

童
話
研
究
部
が
持
た
れ
て
話
す
童
話
の
研
究
を
や
り
、
各
地
の
児
童
文
化
団
体
主
催
の
童
話
大
会
が
日
曜
ご
と
に
開
か
れ
、
当
時
「
童
話
」
と
言
え
ば
読
む
童
話
で
は

な
く
話
す
童
話
を
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
巌
谷
小
波
、
久
留
島
武
彦
の
流
れ
を
汲
む
、
い
わ
ゆ
る
童
話
家
と
い
う
人
た
ち
が
現
れ
て
、
童
話
の
口
演
を
し
て
巡
る
よ

う
に
な
っ
た
。

三

来
道
の
口
演
童
話
家
と
各
地
の
童
話
研
究
会

三
｜
一

「
童
話
研
究
」
か
ら

こ
の
項
に
つ
て
は
、
大
正
時
代
に
出
さ
れ
た
雑
誌
「
童
話

４
）

研
究
」
に
各
地
の
童
話
会
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
を
確
認
し
た
い
。

「
童
話
研
究
」
誌
に
つ
い
て
滑
川
道
夫
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

５
）

い
る
。

「
童
話
研
究
」
誌
の
創
刊
（
一
九
二
二
（
大
一
一
年
）
の
こ
ろ
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
潮
を
背
景
と
し
た
童
心
芸
術
運
動
が
成
熟
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
す

で
に
巌
谷
小
波
、
久
留
島
武
彦
、
岸
部
福
雄
の
三
大
口
演
童
話
家
を
頂
点
と
す
る
口
演
童
話
の
興
隆
が
め
ざ
ま
し
く
、
各
地
に
子
ど
も
会
や
童
話
会
が
結
成
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
受
け
皿
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
大
正
期
自
由
主
義
教
育
と
よ
ば
れ
る
子
ど
も
の
個
性
・
創
造
性
を
尊
重
す
る
新

教
育
運
動
で
あ
っ
た
。

日
本
童
話
協
会
は
ま
た
日
本
童
話
会
を
組
織
し
、
各
地
に
支
部
を
置
き
、
そ
の
活
動
を
活
発
に
支
援
し
て
い
た
。
こ
の
「
童
話
研
究
」
に
も
「
童
話
会
消
息
」
と
い

う
欄
が
設
け
ら
れ
、
各
地
の
童
話
会
・
子
ど
も
会
の
消
息
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
北
海
道
関
係
を
拾
う
。

・
一

二
号
（
大
正
一
一
・
九
・
一
五
）
室
蘭
の
宝
玉
童
話
会

創
立
以
来
お
話
会
を
二
三
回
、
童
謡
会
を
一
回
行
っ
た
。

・
一

三
号
（
大
正
一
一
・
一
一
・
二
〇
）
室
蘭
の
宝
玉
童
話
会

高
橋
鋼
三
郎
校
長
の
賛
同
で
開
催
。

北
海
道
の
児
童
文
学

三
五



・
二
巻
三
号
（
大
正
一
二
・
七
・
五
）
松
美
佐
雄
、
大
正
一
二
年
六
月
よ
り
北
海
道
講
演
旅
行
。

・
二
巻
四
号
（
大
正
一
二
・
八
・
五
）

会
員
消
息

巌
谷
小
波
氏
、
朝
鮮
の
講
演
旅
行
よ
り
帰
京
、
北
海
道
方
面
へ
赴
か
る
。

・
六
巻
一
号
（
昭
和
二
・
一
・
二
〇
）
旭
川
童
話
研
究
会
が
加
盟
。

会
員
加
盟

札
幌

小
野
三
男
治

・
六
巻
三
号
（
昭
和
二
・
五
・
五
）

会
員
加
盟

札
幌

三
浦
一

・
六
巻
四
号
（
昭
和
二
・
七
・
一
）「
北
海
道
童
話
会
印
象
記
」（
内
山
）
憲
堂
居
士

北
海
道
は
元
来
童
話
の
盛
ん
な
処
で
あ
っ
て
、
童
話
会
の
如
き
も
か
な
り
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

小
樽
に
は
グ
リ
ム
童
話
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
全
道
の
最
古
の
も
の
と
の
こ
と
。
札
幌
の
師
範
に
は
桃
太
郎
会
と
青
い
鳥
童
話
会
が
あ
る
。
青
い
鳥
童
話
会
は
三

浦
一
氏
が
幹
事
。
札
幌
の
小
学
校
の
先
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
子
供
之
友
社
を
組
織
。
一
五
日
、
子
供
之
友
社
と
桃
太
郎
会
と
青
い
鳥
が
合
同
で
小
生
の
歓
迎
童
話
大
会

を
開
い
て
く
れ
た
。

・
六
巻
四
号
（
同
）

通
常
会
員

北
海
道

稚
内
小
学
校
桃
太
郎
会
。

支
部
新
設

札
幌
師
範
学
校
内
青
い
鳥
童
話
会
幹
事
三
浦
一
氏
の
尽
力
に
よ
り
、
同
校
内
に

本
会
札
幌
支
部
が
新
設
せ
ら
れ
た
。

地
方
委
員
推
薦

札
幌

三
浦
一

・
七
巻
二
号
（
昭
和
三
・
三
・
二
）

支
部
消
息

函
館
…
本
会
函
館
支
部
主
催
の
下
に
二
月
一
九
日
午
後
一
時
よ
り
元
町
公
会
堂
で
お
伽
大
会
開
催
、
聴
衆
千
名
非

常
な
盛
会
で
あ
っ
た
。

・
七
巻
六
号
（
昭
和
三
・
一
一
・
五
）

支
部
通
信

札
幌
支
部
…
先
に
久
留
島
先
生
、
阿
倍
（
季
雄
）
先
生
を
迎
え
る
こ
と
の
出
来
た
私
た
ち
は
更
に
本
部
理
事
樫

葉
（
勇
）
先
生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
、
市
内
苗
穂
、
山
鼻
、
東
、
豊
平
、
桑
園
、
江
別
の
各
小
学
校
へ
の
講
演
や
ラ
ジ
オ
放
送
を
行
っ
た
。

・
七
巻
六
号
（
昭
和
三
・
一
一
・
五
）
第
二
四
支
部

雨
竜
童
話
協
会
（
会
員
七
人
）
支
部
新
設

・
九
巻
四
号
（
昭
和
五
・
四
・
一
）
オ
テ
ン
ト
サ
ン
童
話
会
…
函
館
に
三
つ
の
童
話
会
。
児
童
芸
術
座
、
巴
童
話
会
、
オ
テ
ン
ト
サ
ン
童
話
会
。
オ
テ
ン
ト
サ
ン
童
話

会
は
月
五
回
程
度
、
第
一
回
が
紀
元
節
に
幼
稚
園
児
六
〇
〇
人
。

・
九
巻
六
号
（
昭
和
五
・
六
・
一
五
）
函
館
オ
テ
ン
ト
サ
ン
童
話
会
…
同
人
海
老
名
禮
太
、
天
野
源
太
郎
、
蛯
子
英
二
、
野
呂
、
西
村
、
片
平
諸
子
の
奮
闘
を
賞
賛
。

海
老
名
禮
太
は
司
会
、
口
演
な
ど
に
活
躍
。

三
六
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札
幌
支
部
便
り
…
小
川
格
氏
を
中
心
に
座
談
会
を
開
く
。

北
海
道
支
部
役
員
…
海
老
名
禮
太＝

函
館
女
子
高
等
小
学
校
、
オ
テ
ン
ト
サ
ン
童
話
会
幹
事
、
雑
誌
「
函
館
の
小
学
生
」
委
員
、「
北
海
詩
戦
」
主
宰
。
倉
吉
新
次＝

函
館
市
住
吉
小
学
校
、
函
館
支
部
長
。
小
泉
忠
雄＝

夕
張
郡
由
仁
村
、
由
仁
尋
常
高
等
小
学
校
。
塚
本
長
蔵＝

札
幌
市
山
鼻
小
学
校
、
札
幌
子
供
の
友
会
同
人
、
サ
ッ

ポ
ロ
童
話
会
同
人
、
塚
本
お
伽
劇
団
同
人
、
三
浦
一＝

小
学
校
教
員
、
札
幌
子
供
の
友
会
同
人
、
サ
ッ
ポ
ロ
童
話
会
同
人
、
日
本
童
話
協
会
地
方
委
員
。
水
島
留
吉＝

商
業
、
室
蘭
市
カ
ナ
リ
ヤ
童
話
会
会
長
。
山
階
哲
城＝

虻
田
郡
倶
知
安
町
僧
侶
、
北
海
道
仏
教
日
曜
学
校
連
盟
理
事

・
一
〇
巻
五
号
（
昭
和
六
・
一
〇
・
一
）
函
館
ど
ん
ぐ
り
童
話
会
…
札
樽
童
話
会
と
連
結
し
て
、
会
を
重
ね
て
き
た
。
六
月
二
八
日
函
館
市
民
館
講
堂
で
童
話
大
会
開

催
、
聴
衆
千
人
余
。

・
一
一
巻
一
号
（
昭
和
七
・
一
・
一
）
空
知
童
話
協
会
創
立
大
会
を
開
催
。

・
一
一
巻
三
号
（
昭
和
七
・
三
・
一
）
空
知
支
部
だ
よ
り
…
空
知
童
話
協
会
が
第
一
回
童
話
懇
親
座
談
会
を
開
催
。

・
一
一
巻
八
号
（
昭
和
七
・
八
・
一
）
夕
張
支
部
報
告
…
夕
張
支
部
設
立
記
念
お
伽
大
会
を
開
催
。

・
一
一
巻
一
〇
号
（
昭
和
七
・
一
〇
・
一
）
夕
張
支
部
報
告
…
鹿
の
谷
小
学
校
に
て
開
催
。

・
一
六
巻
七
号
（
昭
一
一
・
七
・
一
）
砥
上
種
樹
氏
、
今
夏
北
海
道
タ
イ
ム
ス
社
の
主
催
で
各
支
局
講
演
講
習
会
。
函
館
、
小
樽
、
札
幌
、
旭
川
、
室
蘭
、
帯
広
、
釧

路
を
巡
演
。

・
一
六
巻
九
号
（
昭
一
一
・
九
・
一
）
砥
上
理
事
、
全
道
を
風
靡
す
。
夕
張
、
美
瑛
、
芽
室
と
上
記
七
都
市
の
支
局
が
後
援
。

・
一
六
巻
一
一
号
（
昭
和
一
一
・
一
一
・
一
）
空
知
支
部
、
創
立
五
周
年
臨
時
総
会

以
上
、
大
正
一
一
年
か
ら
昭
和
一
一
年
ま
で
北
海
道
で
如
何
に
活
発
に
子
供
の
た
め
の
童
話
会
が
催
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
特
に
函
館
に
は
児
童
芸
術
座
、
巴

童
話
会
、
オ
テ
ン
ト
サ
ン
童
話
会
、
ど
ん
ぐ
り
童
話
会
。
札
幌
に
は
札
幌
師
範
を
中
心
に
桃
太
郎
会
、
青
い
鳥
童
話
会
、
子
供
之
友
社
。
小
樽
に
グ
リ
ム
童
話
会
。
室

蘭
の
宝
玉
童
話
会
、
カ
ナ
リ
ヤ
童
話
会
。
そ
の
他
、
旭
川
、
稚
内
、
雨
竜
、
空
知
、
夕
張
に
童
話
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

三
｜
二

道
内
の
口
演
童
話
家
た
ち

上
記
の
道
内
の
童
話
会
に
『
北
海
道
の
児
童
文
学
』
の
和
田
義
雄
や
坪
谷
京
子
の

６
）

記
述
や
そ
の
後
の
谷
暎
子
の

７
）

研
究
を
加
え
る
と
、
札
幌
の
「
桃
太
郎
会
」
が
大
正

三
七

北
海
道
の
児
童
文
学



八
年
、
久
留
島
武
彦
の
口
演
童
話
に
啓
蒙
さ
れ
誕
生
し
、
飯
田
広
太
郎
や
小
野
三
男
治
が
活
躍
し
、
や
が
て
大
正
一
三
年
に
師
範
の
童
話
会
が
「
桃
太
郎
会
」
と
「
青

い
鳥
童
話
会
」
に
分
か
れ
る
と
、
塚
本
長
蔵
、
三
浦
一
ら
が
参
加
し
、
昭
和
四
年
に
両
者
が
合
併
し
、「
札
幌
童
話
会
」
と
な
っ
た
。「
北
海
道
の
口
演
童
話
の
三
巨

頭
」
と
言
わ
れ
た
小
野
三
男
治
、
塚
本
長
蔵
、
三
浦
一
の
語
り
口
は
三
人
三
様
で
、「
小
野
は
講
談
調
、
塚
本
は
落
語
調
、
三
浦
は
純
粋
な
童
話
ら
し
い
童
話
」
を

語
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
や
が
て
、
昭
和
四
年
「
七
つ
星
童
話
会
」（
田
中
政
之
）
も
出
来
、
昭
和
一
〇
年
こ
ろ
は
「
ア
カ
シ
ヤ
お
伽
会
」
も
加
わ
り
、
あ
た
か
も

百
花
繚
乱
の
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
後
、
師
範
学
校
は
教
育
大
学
に
代
わ
り
、
教
育
大
学
札
幌
分
校
は
「
札
幌
童
話
会
」
が
「
銀
の
船
童
話
会
」
に
な
り
、
旭
川

分
校
は
「
小
熊
童
話
会
」、
函
館
分
校
は
「
赤
い
鳥
童
話
会
」、
釧
路
分
校
は
「
ま
り
も
童
話
会
」、
岩
見
沢
分
校
に
も
童
話
会
が
出
来
た
と
い
う
。
旭
川
に
は
他
に

佐
々
木
明
の
「
旭
川
童
話
会
」
も
あ
っ
た
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
童
話
会
の
中
心
的
人
物
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
た
い
。

飯
田
広
太
郎
（
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
二
・
一
六
｜
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
七
・
一
五
）
根
室
市
に
生
ま
れ
る
。
一
時
帯
広
近
郊
で
代
用
教
員
を
し
て
い
た

が
、
明
治
四
四
年
札
幌
師
範
学
校
に
入
学
。
大
正
四
年
卒
業
、
釧
路
市
の
尋
常
小
学
校
訓
導
（
現
教
諭
）
と
し
て
赴
任
。
大
正
五
年
札
幌
師
範
学
校
訓
導
と
し
て
転

任
、
在
職
一
二
年
を
過
ご
す
。
昭
和
三
年
札
幌
市
桑
園
小
学
校
校
長
、
一
五
年
北
海
道
庁
視
学
、
二
一
年
北
海
道
社
会
教
育
協
会
主
事
、
二
七
年
札
幌
市
教
育
委
員
会

初
代
委
員
長
、
二
九
年
死
去
。

北
海
道
教
育
大
学
の
岡
屋
昭
雄
の

８
）

資
料
に
は
、
詳
し
い
年
譜
と
共
に
、
飯
田
の
綴
り
方
教
育
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
飯
田
は
芦
田
恵
之
助
の
綴
り
方
教
育
の
影
響

を
う
け
て
そ
れ
を
深
化
さ
せ
、
そ
の
後
も
国
語
教
育
の
研
究
を
通
し
て
北
海
道
の
国
語
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
児
童
雑
誌
「
北
の

９
）

子
供
」
で

は
子
ど
も
達
の
投
稿
原
稿
の
「
文
章
」
欄
選
者
と
し
て
創
刊
号
か
ら
終
刊
ま
で
担
当
し
た
。

小
野
三
男
治
（
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
五
・
五
｜
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
七
・
九
）
夕
張
生
ま
れ
。
大
正
九
年
札
幌
師
範
学
校
入
学
。
学
生
時
代
、
一
九
一

九
（
大
正
八
）
年
創
立
の
「
桃
太
郎
童
話
会
」
に
参
加
。「
七
つ
星
童
話
会
」（
田
中
政
之
）
に
も
参
加
、
そ
の
機
関
誌
「
七
つ
星
」
に
童
話
を
発
表
。
昭
和
二
年
、
札

幌
師
範
学
校
を
卒
業
。
こ
の
年
、
開
設
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
で
「
子
供
の
時
間
」
に
出
演
。
そ
の
後
、
札
幌
童
話
会
に
参
加
。「
北
海
道
話
道
連
盟
」（
一
九
三

三
年
）「
札
幌
話
道
倶
楽
部
」（
一
九
三
七
年
）
を
結
成
、
戦
後
に
は
「
札
幌
子
供
の
友
会
」（
一
九
四
七
年
）
を
結
成
、
各
地
で
公
演
す
る
。
著
書
に
実
演
童
話
集

『
か
く
れ
ん
ぼ
』（
一
九
三

10
）

六
年
）
が
あ
る
。

塚
本
長
蔵
（
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
｜
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
・
一
〇
・
一
九
）
留
萌
市
生
ま
れ
。
昭
和
二
年
札
幌
師
範
学
校
卒
業
。
一
九
二
四
年
、
学
生

三
八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
二
巻



時
代
「
青
い
鳥
の
会
」、
そ
の
後
、
一
九
二
九
年
有
志
と
「
札
幌
童
話
会
」
を
結
成
口
演
活
動
を
行
う
。
札
幌
市
内
の
小
学
校
に
勤
務
、
そ
の
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送

局
の
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
子
供
会
を
主
宰
、
二
一
年
以
降
、
藤
女
子
短
大
に
出
講
。
戦
中
、
東
京
が
空
襲
に
会
い
、
出
版
社
や
印
刷
所
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
た
め
、
戦
後

の
一
時
期
一
二
七
社
を
越
え
る
出
版
社
が
札
幌
で
活
動
を
行
っ
た
。
画
家
や
作
家
の
疎
開
も
相
次
ぎ
、
特
に
戦
前
「
講
談
社
の
絵
本
」
や
「
少
年
倶
楽
部
」
で
活
躍
し

て
い
た
梁
川
剛
一
が
札
幌
に
来
た
こ
と
で
、
北
海
道
で
の
絵
本
作
り
が
可
能
と
な
っ
た
。
梁
川
剛
一
は
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
北
海
道
新
聞
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て

11
）

い
る
。

藤
居
準
一
と
い
う
紙
屋
さ
ん
が
軍
放
出
の
紙
を
大
量
に
抱
え
て
い
て
、
共
同
で
子
供
の
絵
本
を
つ
く
ら
な
い
か
と
い
う
。
退
職
校
長
や
現
職
の
学
校
の
先
生
、
ま
た

地
方
の
学
校
を
廻
っ
て
講
談
調
の
教
育
講
演
を
し
て
歩
く
塚
本
長
蔵
さ
ん
と
い
う
人
も
仲
間
に
い
て
「
エ
ル
ム
社
」
と
い
う
、
ま
あ
出
版
社
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
ね
。

（
傍
線
筆
者
）

エ
ル
ム
社
（
代
表
者
藤
居
準
一
）
の
絵
本
は
、
現
在
一
九
冊
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
梁
川
剛
一
の
絵
に
対
し
、
塚
本
長
蔵
の
文
の
絵
本
は
一
二
冊
、
ま
た
、
紙
芝
居

「
ア
ラ
ジ
ン
の
ラ
ン
プ
」（
一
九
四
八
年
九
月
）「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」（
一
九
四
八
年
九
月
）
の
文
も
塚
本
で
あ
っ
た
。

三
浦
一
（
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
二
・
一
一
｜
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
一
・
一
九
）
は
、
小
樽
市
生
ま
れ
。
大
正
一
三
年
札
幌
師
範
学
校
入
学
と
同
時
に

「
桃
太
郎
会
」
に
入
会
、
毎
週
の
よ
う
に
市
内
の
お
寺
の
日
曜
学
校
で
口
演
童
話
を
演
じ
た
と
い
う
。
学
生
時
代
、
塚
本
長
蔵
ら
と
「
青
い
鳥
童
話
会
」
を
結
成
。「
札

幌
童
話
会
」
に
も
参
加
。
前
述
の
日
本
童
話
協
会
の
札
幌
支
部
幹
事
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
昭
和
三
年
札
幌
師
範
学
校
卒
業
後
、
苗
穂
小
学
校
を
皮
切
り
に
昭
和
二
〇

年
ま
で
札
幌
市
内
の
小
学
校
に
勤
務
。
一
九
四
六
年
、
児
童
雑
誌
「
北
の
子
供
」
創
刊
号
に
「
偉
人
に
学
ぶ

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
」
他
二
編
を
発
表
。
昭
和
四

三
年
、
手
稲
中
央
幼
稚
園
長
。
北
海
道
立
保
育
専
門
学
校
講
師
、
北
海
道
児
童
文
化
会
会
長
、
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
委
員
長
。
童
話
集
『
黒
い
朝
顔
』（
自
由
建
設

社
）
童
話
集
『
白
い
灯
台
』（
み
や
ま
書
房

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
）
を
出
す
。

以
上
、
道
内
の
口
演
童
話
家
た
ち
の
動
向
を
述
べ
て
き
た
が
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
師
範
学
校
の
出
身
で
あ
り
、
在
学
中
に
童
話
会
に
入
り
、
口
演
の
仕
方
を
身
近

に
学
び
、
ま
た
、
久
留
島
武
彦
の
『
童
話
術
講
話
』（
日
本
童
話
協
会

一
九
二
八
年
）
等
の
理
論
書
も
研
究
し
た
と
思
わ
れ
る
。
師
範
学
校
を
出
た
彼
ら
は
や
が
て

各
地
の
小
学
校
で
童
話
会
を
作
り
、
口
演
童
話
を
通
し
て
子
ど
も
達
に
お
話
の
魅
力
を
伝
え
て
い
っ
た
。
最
初
の
児
童
文
学
の
普
及
が
ま
ず
こ
の
よ
う
な
「
耳
で
聞
く

お
話＝

語
り
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
物
語
の
は
じ
ま
り
が
、
炉
端
で
語
ら
れ
る
昔
話
で
あ
っ
た
こ
と
と
重
な
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。
や
が
て
、
口
演
童
話
の
語
り
手

た
ち
が
語
り
手
自
ら
童
話
を
創
る
創
作
者
と
な
っ
て
い
っ
た
の
も
ま
た
必
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
北
海
道
で
生
ま
れ
た
童
話
作
家
、
童
謡
作
家
に
つ
い
て
述
べ

三
九

北
海
道
の
児
童
文
学



る
前
に
、
師
範
学
校
出
の
教
師
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
綴
り
方
教
育
と
そ
の
弾
圧
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

四

北
海
道
の
綴
り
方
教
育
と
北
海
道
綴
り
方
教
育
連
盟
事
件

四
｜
一

木
村
文
助
と
『
綴
り
方
生
活

村
の
子
供
』
発
刊

綴
り
方
と
は
現
在
の
作
文
の
こ
と
だ
が
、
明
治
の
作
文
教
育
は
実
用
文
や
美
文
を
手
本
と
し
て
書
か
せ
あ
ら
か
じ
め
教
師
が
設
定
し
た
題
を
手
本
に
沿
う
よ
う
指
導

す
る
形
式
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
に
入
り
、
教
育
に
も
自
由
主
義
的
な
空
気
が
生
ま
れ
る
中
で
、
東
京
高
等
師
範
学
校
付
属
小
学
校
訓
導
の
芦
田
恵
之
助

（
一
八
七
三
｜
一
九
五
一

兵
庫
県
出
身
）
は
、
従
来
の
作
文
教
育
に
あ
き
た
ら
ず
、
子
供
の
生
活
の
中
か
ら
自
由
に
題
を
選
ぶ
「
随
意
選
題
」
を
提
唱
し
、
そ
の
実

践
例
を
「
綴
り
方
教
授
」（
大
正
二
年
）
に
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
綴
り
方
教
育
は
子
ど
も
達
を
取
り
ま
く
厳
し
い
現
実
の
生
活
を
認
識
さ
せ
、
子
ど
も
達
自
身
の
言

葉
で
日
常
生
活
を
認
識
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
生
活
綴
り
方
運
動
が
全
国
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
七
月
に
生
ま
れ
た
児
童
雑
誌
「
赤

い
鳥
」（
鈴
木
三
重
吉
主
宰
）
も
自
由
教
育
論
を
唱
え
、
三
重
吉
自
身
が
創
刊
当
初
か
ら
投
稿
作
文
の
指
導
に
あ
た
り
、「
赤
い
鳥
」
一
巻
二
号
（
大
正
七
年
八
月
）
に

「
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
、
あ
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
書
い
た
作
文
を
よ
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
何
で
も
か
ま
は
ず
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
新
し
い
綴
り
方
運
動

を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
北
海
道
か
ら
応
え
た
の
が
、
当
時
亀
田
郡
大
野
小
学
校
校
長
だ
っ
た
木
村
文
助
で
あ
る
。

木
村
文
助
（
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
・
六
・
二
六
｜
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
・
一
二
・
一
一
）
は
秋
田
県
に
生
ま
れ
る
。
秋
田
師
範
学
校
卒
後
、
大
正
六

年
函
館
師
範
学
校
長
の
招
き
で
来
道
、
大
正
七
年
か
ら
大
野
尋
常
高
等
小
学
校
校
長
と
な
る
。
大
正
一
一
年
「
赤
い
鳥
」
八
月
号
に
大
野
小
学
校
の
新
栄
と
よ
（
高
等

一
年
）
の
「
橇
」
が
初
入
選
す
る
。
以
後
、
昭
和
四
年
ま
で
綴
り
方
五
九
編
、
自
由
画
三
五
編
が
入
選
し
、
入
選
し
た
綴
り
方
を
中
心
に
ま
ず
大
正
一
三
年
謄
写
版
刷

り
で
「
綴
り
方
生
活

村
の
子
供
」
を
発
行
。
そ
の
後
、
昭
和
二
年
に
東
京
文
園
社
か
ら
『
綴
り
方
生
活

村
の
子
供
』
が
発
刊
さ
れ
、
そ
の
序
文
に
鈴
木
三
重
吉
は

「
田
舎
の
子
供
の
綴
方
は
田
舎
の
土
に
咲
い
た
花
で
あ
る
」
と
賞
賛
の
言
葉
を
寄
せ
て

12
）

い
る
。

木
村
は
『
村
の
子
供
』
を
出
し
た
翌
年
、
大
野
小
学
校
に
転
任
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
渡
島
管
内
の
日
新
小
学
校
を
歴
任
し
な
が
ら
、
生
活
綴
り
方
の
模
索
を
続
け
て

い
っ
た
。
そ
の
綴
り
方
理
論
を
、
道
内
の
国
語
教
育
者
の
研
鑽
の
場
と
し
て
大
正
一
五
年
に
創
刊
さ
れ
た
「
国
語
と

13
）

人
生
」
に
、
木
村
は
「
児
童
文
集
『
村
の
子
供
』

の
誕
生
」（
六
号
大
正
一
五
年
三
月
）
や
「
綴
方
二
十
年
」（
八
・
九
号
大
正
一
五
年
五
・
六
月
）
を
書
い
て
い
る
。

四
〇
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學
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四
｜
二

道
内
に
お
け
る
生
活
綴
り
方
運
動
の
広
が
り

北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
坂
本
亮
が
、「
綴
方
倶
楽
部
」（
千
葉
春
雄
編

一
九
三
五
年
）
に
載
っ
た
子
ど
も
の
綴
方
「
ナ
ッ
ト
売
り
」（
小
笠

原
文
治
郎
（
後
松
田
）
指
導
）
を
読
ん
だ
こ
と
か
ら
で
あ

14
）

っ
た
。

坂
本
亮
（
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
二
・
二
七
｜
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
六
・
二
三
）
は
昭
和
二
年
、
札
幌
師
範
学
校
卒
業
。
厚
岸
小
学
校
に
赴
任
。
昭

和
四
年
、
父
母
の
住
む
釧
路
の
第
四
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
旭
小
学
校
）
に
転
任
。
こ
こ
で
作
っ
た
学
級
文
集
「
ひ
な
た
」
は
子
ど
も
達
自
身
が
文
集
の
印
刷
、
製
本

ま
で
す
る
学
級
経
営
の
方
法
が
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
。
坂
本
は
ま
た
多
く
の
実
践
記
録
や
論
文
を
全
国
規
模
の
雑
誌
に
投
稿
し
、
全
国
綴
方
実
践
人
の
葉
書

に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
最
高
点
を
取
る
な
ど
、
そ
の
実
践
は
強
い
教
育
改
革
へ
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
て

15
）

い
た
。
子
ど
も
達
へ
の
児
童
詩
や
綴
り
方
指
導
に
も
熱
を
入

れ
、「
赤
い
鳥
」
や
「
綴
方
倶
楽
部
」
に
作
品
を
送
り
、
入
選
し
て
い
る
。
昭
和
八
、
九
年
こ
ろ
、
綴
方
教
育
の
先
駆
者
で
あ
る
木
村
文
助
を
校
内
研
究
会
に
、
野
村

芳
兵
衛
を
釧
路
市
内
の
教
師
の
講
演
会
に
呼
ん
だ
り
し
た
。

昭
和
一
〇
年
五
月
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た
「
ナ
ッ
ト
売
り
」
の
作
品
に
感
動
し
、
こ
れ
が
坂
本
を
し
て
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
を
結
成
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
函

館
常
磐
小
学
校
尋
常
四
年
の
菅
原
奈
々
夫
が
書
い
た
「
ナ
ッ
ト
売
り
」
は
、
出
稼
ぎ
中
の
父
親
の
不
在
の
中
、
兄
弟
で
初
め
て
納
豆
売
り
に
出
か
け
た
様
子
が
、
そ
の

恥
ず
か
し
さ
や
兄
の
暖
か
い
言
葉
な
ど
と
共
に
素
直
に
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
夜
、
坂
本
は
小
笠
原
に
長
い
手
紙
を
書
き
、
仲
間
に
も
呼
び
か
け
、
昭
和
一
〇
年
八
月

七
日
、
札
幌
で
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
地
域
責
任
者
と
し
て
、
道
南
に
小
笠
原
文
治
郎
、
道
西
に
吉
岡
一
郎
（
師
範
学
校
で
坂
本
の
一
級
上
）、
道
北

に
小
坂
佐
久
馬
、
道
東
に
坂
本
亮
、
網
走
地
区
に
小
鮒
寛
を
決
め
、
釧
路
の
坂
本
宅
に
事
務
所
を
置
き
、
機
関
誌
と
し
て
「
綴
方
林
」（
経
済
的
理
由
で
二
号
で
閉
刊
）

を
出
す
こ
と
が
き
ま
っ
た
。
翌
日
、
同
人
は
教
育
界
の
先
輩
た
ち
（
当
時
大
通
り
小
学
校
校
長
の
飯
田
広
太
郎
、
札
幌
教
育
界
主
事
の
森
善
次
、
雑
誌
「
北
海
教
育
評

論
」
の
編
集
主
宰
を
し
て
い
た
石
附
忠
平
）
を
訪
問
、
連
盟
を
作
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
石
附
は
そ
の
後
、「
北
海
道
文
選
」
の
発
行
や
同
人
の
評
論
掲
載
な
ど
協

力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。「
北
海
道
文
選
」
は
、
昭
和
一
一
年
八
月
、
野
村
芳
兵
衛
、
国
分
一
太
郎
ら
を
招
き
、
七
〇
〇
人
の
参
加
者
を
集
め
た
講
習
会
で
綴
方
教
育

の
大
衆
化
運
動
と
し
て
発
刊
を
決
め
た
も
の
だ
っ
た
。「
文
選
」
は
北
海
教
育
評
論
社
で
発
行
さ
れ
、
昭
和
一
一
年
一
〇
月
か
ら
一
四
年
一
二
月
刊
ま
で
第
一
五
号
を

数
え
、
監
修
者
に
飯
田
広
太
郎
、
石
附
忠
平
が
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
一
〇
年
千
葉
春
雄
を
、
一
一
年
「
工
程
」
の
百
田
宗
治
、
一
二
年
に
は
波
多
野
完
治
を
各
地
区
の

費
用
分
担
で
招
い
て
い
る
。

四
一

北
海
道
の
児
童
文
学



四
｜
三

北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件

治
安
維
持
法
が
成
立
し
た
の
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
、
普
通
選
挙
成
立
と
の
抱
き
合
わ
せ
の
よ
う
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
正
一
五
年
社
会
科
学
連

合
に
所
属
し
て
い
た
学
生
が
逮
捕
さ
れ
た
京
都
学
連
事
件
、
昭
和
二
年
北
海
道
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
の
集
産
党
を
検
挙
し
た
集
産
党
事
件
、
昭
和
三
年
の

共
産
党
の
全
国
大
量
検
挙
の
三
・
一
五
事
件
と
治
安
維
持
法
は
猛
威
を
振
る
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
昭
和
一
五
年
二
月
の
東
北
地
方
の
生
活
主
義
教
育
関
係
者
の
逮
捕

に
続
き
、
北
海
道
で
も
同
年
一
一
月
二
一
日
、
当
時
釧
路
市
東
栄
小
学
校
の
訓
導
だ
っ
た
坂
本
亮
、
女
満
別
小
学
校
の
小
鮒
寛
、
根
室
の
厚
床
小
学
校
の
横
山
真
が
逮

捕
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
一
六
年
一
月
一
〇
日
、
全
道
五
〇
人
超
の
生
活
綴
方
の
関
係
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
全
貌
は
前
述
の
平
澤
是よし
曠ひろ
の
『
弾
圧

北
海
道

綴
方
教
育
連
盟
事
件
』
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
昭
和
一
六
年
一
月
の
「
特
高
日
報
」
に
は
「
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
を
中
心
と
す
る
所
謂
『
生
活
主
義
教
育
運

動
』
関
係
者
の
第
二
次
検
挙
」
の
見
出
し
で
「（
前
略
）
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
の
中
心
人
物
は
ほ
と
ん
ど
共
産
主
義
者
に
し
て
、
こ
れ
ら
関
係
者
の
実
践
し
つ
つ
あ

る
所
謂
生
活
主
義
教
育
は
マ
ル
ク
ス
教
育
理
論
の
巧
妙
な
る
偽
装
な
る
こ
と
明
瞭
と
な
り
た
る
を
も
っ
て
、
本
月
十
日
以
降
関
係
者
五
十
二
人
を
検
挙
し
目
下
厳
重
取

り
調
べ
中
な
り
」
と
あ
る
。
昭
和
一
七
年
一
二
月
二
日
、
関
係
者
の
公
判
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
一
八
年
六
月
三
〇
日
判
決
、
坂
本
ら
は
懲
役
二
年
の
判
決
を
受
け
た

が
、
こ
の
時
点
で
坂
本
は
す
で
に
逮
捕
か
ら
二
年
七
ヶ
月
が
立
っ
て
い
た
。

四
｜
四

入
江
好
之
の
こ
と

北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
ひ
と
り
に
入
江
好
之
が
い
る
。
入
江
好
之
（
一
九
〇
七
｜
一
九
八
九
）
は
小
樽
市
生
ま
れ
、
旭
川
師
範
学
校
を
出
た

後
、
旭
川
日
章
小
学
校
に
勤
務
、
教
え
子
た
ち
の
詩
集
「
少
年
」
を
刊
行
す
る
な
ど
学
級
運
営
な
ど
に
も
熱
心
で
、
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
の
中
部
同
人
の
集
ま
り
に

も
参
加
、
毎
月
の
綴
方
作
品
座
談
会
に
も
出
席
し
て
い
た
。
昭
和
一
六
年
一
月
一
〇
日
に
突
然
逮
捕
さ
れ
る
。
釧
路
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
後
、
昭
和
一
六
年
七
月
に

釈
放
さ
れ
る
が
復
職
で
き
ず
、
一
八
年
満
州
に
渡
り
そ
の
後
応
召
、
戦
後
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
、
五
年
後
の
二
四
年
帰
国
す
る
。
入
江
は
師
範
学
校
在
学
中
か
ら
詩
誌

「
北
斗
星
」
を
発
行
、
昭
和
一
一
年
第
一
詩
集
「
あ
し
か
び
」
を
刊
行
、
早
く
か
ら
詩
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
戦
後
は
三
一
年
北
海
道
詩
人
協
会
の
創
立
に
参
加
、

二
〇
年
間
事
務
局
長
と
し
て
協
会
を
支
え
、「
北
海
道
詩
集
」
の
刊
行
に
も
尽
力
し
た
。
戦
後
は
自
ら
出
版
社
北
書
房
を
立
ち
上
げ
、
詩
集
「
凍
る
季
節
」（
昭
和
四
三

年
）「
ひ
と
つ
の
歴
史
」（
五
一
年
）
や
少
年
詩
集
「
花
と
鳥
と
少
年
」
を
刊
行
し
た
。

北
海
道
の
児
童
文
学
と
の
接
点
は
昭
和
二
七
年
設
立
さ
れ
た
日
本
児
童
文
学
者
協
会
北
海
道
支
部
の
会
員
と
し
て
、
最
初
の
作
品
集
「
原
っ
ぱ
」
に
も
参
加
、
ま
た

四
二
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自
社
の
北
書
房
か
ら
「
む
か
し
話
北
海
道
」（
全
五
巻

日
本
児
童
文
学
者
協
会
北
海
道
支
部
編

一
九
六
四
｜
一
九
八
〇
年
）
を
出
し
て
い
る
。
昭
和
四
三
年
北
海

道
文
化
賞
受
賞
、
晩
年
は
横
浜
に
転
居
し
そ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
。

五

北
海
道
に
お
け
る
宮
沢
賢
治
受
容

五
｜
一

更
科
源
藏
と
宮
沢
賢
治

宮
沢
賢
治
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
九
月
二
一
日
、
三
七
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
生
前
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
賢
治
だ
っ
た

が
、
詩
人
と
し
て
賢
治
の
詩
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
草
野
心
平
、
高
村
光
太
郎
ら
の
手
に
よ
っ
て
早
く
も
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
は
「
宮
沢
賢
治
全
集
」（
全

三
巻
）
が
文
圃
堂
か
ら
出
て
い
る
。

更
科
源
藏
（
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
｜
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
）
は
弟
子
屈
町
字
熊
牛
原
野
の
開
拓
民
の
九
人
兄
弟
の
末
子
に
生
ま
れ
る
。
一
九
二
一

（
大
正
一
〇
）
年
東
京
麻
生
獣
医
畜
産
学
校
に
入
学
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
関
東
大
震
災
で
学
校
を
中
退
し
帰
京
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
詩
誌
「
抒
情

詩
」
に
四
位
入
選
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
上
京
、
高
村
光
太
郎
を
訪
ね
、
詩
誌
「
至

16
）

上
律
」
を
編
集
。
一
九
三
七
（
昭
和
五
）
年
詩
誌
「
北
緯
五

17
）

十
度
」
創
刊
。

五
月
、
弟
子
屈
村
の
屈
斜
路
湖
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
る
。
更
科
源
藏
と
宮
沢
賢
治
と
の
接
点
は
こ
の
詩
誌
「
抒
情
詩
」
入
選
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
新
人
推

薦
号
の
一
位
は
金
井
新
作
、
二
位
真
壁
仁
、
三
位
伊
藤
整
、
四
位
が
更
科
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
真
壁
仁
と
の
交
流
が
始
り
、
両
者
の
往
復
書
簡
が
残
っ
て
い

る
。「
北
緯
五
十
度
」
に
は
真
壁
仁
、
草
野
心
平
ら
の
寄
稿
が
あ
り
、
ま
た
「
宮
澤
賢
治
研
究
四
」（
宮
澤
賢
治
友
の
會

昭
和
一
〇
年
発
行
）
に
更
科
は
「
釧
路
で
の

宮
沢
賢
治
の
会
」
と
い
う
題
で
釧
路
で
開
か
れ
た
賢
治
の
追
悼
会
の
模
様
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
で
賢
治
の
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
が
朗
読
さ
れ
、
更

科
は
賢
治
の
追
悼
会
に
出
席
し
た
時
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
ま
た
「
北
緯
五
十
度
」
一
一
号
（
昭
和
一
〇
年
）
に
は
発
刊
間
も
な
い
「
宮
沢
賢
治
全
集
」
の
広
告
が

載
っ
て

18
）

い
る
。

な
お
更
科
源
藏
の
戦
前
の
児
童
文
学
関
係
の
著
書
と
し
て
は
童
話
集
『
北
の
國
の
物
語
』（
大
鵬
社

一
九
四
四
年
）、
絵
本
『
夏
ノ
無
カ
ッ
タ
北
國
』（
北
方
出
版

社

一
九
二
六
年
）
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
触
れ
き
れ
な
い
。
い
ず
れ
戦
後
編
で
ま
と
め
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。

四
三

北
海
道
の
児
童
文
学



五
｜
二

小
田
邦
雄
と
宮
沢
賢
治
研
究

小
田
邦
雄
（
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
｜
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
）
本
名
正
夫
、
祖
父
母
が
江
別
に
屯
田
兵
と
し
て
入
植
。
大
正
一
三
年
江
別
小
学
校
を
卒

業
後
、
北
海
中
学
校
入
学
、
昭
和
四
年
卒
業
。
江
別
町
役
場
に
一
時
勤
め
る
が
北
海
道
庁
に
移
り
、
北
海
道
大
政
翼
賛
会
の
主
事
と
な
る
。
江
別
の
詩
人
・
坪
松
一
郎

や
加
藤
愛
夫
と
親
交
深
く
、
宮
沢
賢
治
の
話
は
坪
松
一
郎
か
ら
聞
い
た
と

19
）

い
う
。
花
巻
の
宮
沢
家
を
訪
れ
、
弟
の
宮
沢
清
六
氏
と
も
会
い
、
宮
沢
賢
治
論
を
書
く
よ
う

勧
め
ら

20
）

れ
た
。『
宮
澤
賢
治
覚
え
書
』（
好
学
社

昭
和
一
八
年
）
に
は
、
農
民
芸
術
家
と
し
て
の
賢
治
を
高
く
評
価
し
、「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち

は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
賢
治
の
「
農
民
芸
術
概
論
」
の
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
、
賢
治
の
精
神
を
「
万
葉
精
神
を
継
ぐ
も
の
」
と
し
て
万
葉
歌
人
と
の

つ
な
が
り
を
論
じ
て
い
る
。
時
節
柄
そ
れ
は
皇
国
史
観
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
東
京
で
の
大
政
翼
賛
会
の
会
合
で
高
村
光
太
郎
と
一
緒
に
な
っ
た
小
田
は

高
村
光
太
郎
の
「
こ
の
時
局
に
宮
澤
さ
ん
が
生
き
て
居
ら
れ
た
ら
こ
の
席
に
み
え
ら
れ
て
ゐ
た
で
せ
う
に
」
の
言
葉
に
「
祖
国
の
危
急
存
亡
の
秋
、
東
北
の
一
隅
の
誠

実
な
魂
が
惹
起
す
る
一
面
は
私
に
も
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
敗
戦
後
の
小
田
に
よ
る
賢
治
研
究
は
農
村
の
青
年
向
き
の
伝
記
と
し
て
昭
和

二
五
年
江
別
市
の
酪
農
学
園
通
信
教
育
出
版
部
か
ら
農
村
文
庫
の
一
冊
と
し
て
出
さ
れ
、
自
分
た
ち
と
同
じ
農
村
建
設
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
後

『
宮
澤
賢
治
｜
作
品
と
生
涯
』
と
改
題
さ
れ
出
版
、
三
二
年
に
『
宮
澤
賢
治
｜
詩
人
の
自
己
形
成
に
つ
い
て
』
が
出
さ
れ
て
い
る
。

五
｜
三

八やつ
森もり
虎
太
郎
の
『
税
務
署
長
の
冒
険
』
出
版

八
森
虎
太
郎
（
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
｜
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
）
岩
手
県
花
巻
市
生
ま
れ
。
花
巻
農
学
校
卒
業
後
、
日
本
大
学
卒
業
。
戦
前
か
ら
与
田

一
の
主
宰
す
る
「
チ
チ
ノ
キ
」
に
参
加
、
東
京
が
戦
災
で
印
刷
工
場
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
た
め
、
戦
後
、
詩
誌
「
日
本
未
来
派
」
を
主
宰
、
北
海
道
麦
酒
配
給

統
制
会
社
（
後
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
）
に
勤
務
の
か
た
わ
ら
発
行
を
つ
づ
け
た
。
ま
た
、
そ
の
縁
で
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
宮
澤
賢
治
の
『
税
務
署
長
の
冒
険
』

を
発
行
し
た
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
八
森
も
花
巻
の
地
名
八
森
（
は
ち
も
り
）
に
由
来
す
る
。
賢
治
が
「
税
務
署
長
の
冒
険
」
を
書
い
た
の
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年

で
、
当
時
酒
の
密
造
が
盛
ん
だ
っ
た
東
北
地
方
の
実
情
を
背
景
に
し
て
い
る
。
戦
後
、
北
海
道
で
も
密
造
酒
の
製
造
販
売
が
盛
ん
で
、
北
海
道
濁
酒
密
造
防
止
協
力
会

が
出
来
、
昭
和
二
三
年
に
発
行
さ
れ
た
『
税
務
署
長
の
冒
険
』
は
こ
こ
か
ら
の
発
行
で
あ
る
。
八
森
虎
太
郎
は
発
行
に
あ
た
り
、
宮
澤
清
六
氏
の
許
諾
を
取
り
、
Ｂ
六

版
一
一
四
頁
の
体
裁
で
「
氷
河
鼠
の
毛
皮
」「
宮
澤
賢
治
先
生
に
つ
い
て
」
を
加
え
、
定
価
七
〇
円
で
発
行

21
）

し
た
。

四
四

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
二
巻



六

終
わ
り
に

今
回
は
、
北
海
道
の
児
童
文
学
通
史
と
し
て
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
ま
で
を
概
観
し
た
。
北
海
道
の
児
童
文
学
が
活
性
化
す
る
の
は
戦
後
に
入
っ
て
、
児
童
文
学
雑

誌
や
絵
本
が
発
行
さ
れ
、
昭
和
二
七
年
に
日
本
児
童
文
学
者
協
会
北
海
道
支
部
が
発
足
、
ま
た
石
森
延
男
が
『
コ
タ
ン
の
口
笛
』（
東
都
書
房
一
九
五
七
年
）
を
出
す

な
ど
や
が
て
長
編
児
童
文
学
へ
と
続
い
て
い
く
。
こ
の
項
に
つ
い
て
は
、
ま
た
次
の
機
会
に
論
を
ま
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

注１
）

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
『〞
子
供
〝
の
誕
生
』
み
す
ず
書
房

一
九
八
〇
（
原
書
発
行
一
九
六
〇
）
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
題
は
『
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
期
の
子
供
と
家
族

生
活
』。
学
校
教
育
制
度
を
当
然
視
す
る
現
代
の
子
ど
も
観
に
対
し
て
、
中
世
の
教
育
制
度
や
家
族
生
活
が
子
ど
も
を
囲
い
込
ま
な
い
の
び
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

多
く
の
図
像
や
日
記
類
か
ら
解
き
明
か
し
た
画
期
的
な
書
。

（
２
）
『
日
本
口
演
童
話
史
』
内
山
憲
尚
編

文
化
書
房
博
文
社

一
九
七
二
年

（
３
）

日
本
最
初
の
師
範
学
校
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
東
京
師
範
学
校
。
北
海
道
で
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
、
函
館
に
小
学
教
科
伝
習
所
が
出
来
、
一
八
八
〇
年
「
函
館

師
範
学
校
」
と
な
る
。
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
札
幌
県
札
幌
師
範
学
校
が
出
来
、
明
治
一
九
年
に
は
北
海
道
庁
函
館
師
範
学
校
、
北
海
道
庁
札
幌
師
範
学
校
と
名
称
が
変

わ
っ
た
。

（
４
）
「
童
話
研
究
」（
日
本
童
話
協
会
）
は
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
創
刊
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
終
刊
ま
で
全
二
一
巻
一
五
九
冊
が
で
て
お
り
、
復
刻
版
が
久
山
社
よ

り
一
九
八
八
年
に
で
て
い
る
。

（
５
）

滑
川
道
夫
「
児
童
文
化
に
お
け
る
『
童
話
研
究
』
の
展
望
」（
復
刻
版
「
童
話
研
究
」
別

久
山
社
一
九
八
九
年

ｐ
九
）

（
６
）

和
田
義
雄
「
児
童
文
学
の
夜
明
け
｜
開
拓
期
か
ら
敗
戦
ま
で
｜
」・
坪
谷
京
子
「
児
童
文
化
の
足
あ
と
」（『
北
海
道
の
児
童
文
学
』
に
れ
の
樹
の
会

一
九
七
九
年
）

（
７
）

谷
暎
子
「
口
演
童
話
で
活
躍
し
た
三
人
の
教
師
た
ち
」『
占
領
下
の
北
海
道
の
子
ど
も
文
化
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
』
札
幌
市
こ
ど
も
の
劇
場

や
ま
び
こ
座

二
〇
〇
一

年

（
８
）

岡
屋
昭
雄
「
北
海
道
国
語
教
育
史
稿
（
二
）｜
飯
田
広
太
郎
の
場
合
｜
」（『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
第
一
部
Ｃ
』
三
五
巻
一
号

一
九
八
四
年
）

（
９
）

児
童
雑
誌
「
北
の
子
供
」（
新
日
本
文
化
協
会
）
一
九
四
六
年
一
月
〜
一
九
五
〇
年
一
月
。
全
三
八
巻

細
目
は
谷
暎
子
「
児
童
雑
誌
『
北
の
子
供
』
解
題
（
一
）
と
細
目
」

（
北
星
学
園
短
大
紀
要
二
七
号

一
九
九
一
年
）
に
よ
る
。

（
10
）

小
野
三
男
治
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
は
、『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
の
記
載
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
現
物
を
確
認
で
き
な
い
で
い
る
。

（
11
）

梁
川
剛
一
・
聞
き
手
池
川
包
男
編
集
委
員
「
私
の
な
か
の
歴
史

造
形
六
十
年
」
北
海
道
新
聞

一
九
八
三
・
八
・
五
〜
八
・
二
〇
（
柴
村
紀
代
「
梁
川
剛
一
の
北
海
道
絵

本
に
つ
い
て
」
藤
女
子
大
学
紀
要

四
七
号

二
〇
一
〇
年
）

（
12
）

大
野
文
化
財
保
護
研
究
会

木
下
寿
実
夫
「
生
活
綴
り
方
の
先
駆
者

木
村
文
助
」
の
年
表
に
よ
る

四
五

北
海
道
の
児
童
文
学



ま
た
、
木
村
文
助
の
生
活
綴
方
に
つ
い
て
は
、
小
田
切
正
「
生
活
綴
方
の
開
拓
者

木
村
文
助
」（『
北
海
道
民
間
教
育
運
動
史

上
』
復
刻
版

北
海
道
民
間
教
育
研
究
団

体
連
絡
協
議
会

二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い

（
13
）
「
国
語
と
人
生
」
国
語
夜
話
会
機
関
誌
。
編
集
同
人
飯
田
広
太
郎
、
森
善
次
ほ
か
、
大
正
一
四
年
一
〇
月
〜
昭
和
二
年
七
月
（
二
二
号
）
終
刊
。

（
14
）

平
澤
是
曠
『
弾
圧

北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
』
北
海
道
新
聞
社

一
九
九
〇
年

（
15
）

岡
屋
昭
雄
「
北
海
道
国
語
教
育
個
体
史
の
研
究

」
｜
坂
本
亮
の
場
合
｜
」（『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
第
一
部
Ｃ
』
三
六
巻
二
号

一
九
八
六
年
）

（
16
）

詩
誌
「
至
上
律
」（
更
科
源
藏
・
編
集

発
行
人
・
渡
辺
茂

発
行
所
・
釧
路
至
上
律
社
）
誌
名
は
高
村
光
太
郎
の
発
案
、
第
一
次
（
昭
和
三
年
七
月
｜
四
年
一
〇
月
全
八

冊
）
第
二
次
（
昭
和
二
二
年
七
月
｜
二
四
年
二
月
季
刊
全
八
冊
札
幌
青
磁
社
）
第
三
次
（
昭
和
二
六
年
一
〇
月
｜
二
八
年
一
〇
月
季
刊
全
三
冊

札
幌
至
上
律
発
行
所
）
と
発

行
し
た
。

（
17
）

詩
誌
「
北
緯
五
十
度
」
更
科
源
藏
編
集

一
九
三
〇
年
創
刊
、
通
巻
一
二
号
、
一
九
三
五
年
終
刊

（
18
）

横
田
由
紀
子
「
賢
治
と
北
海
道
｜『
北
緯
五
十
度
』
と
の
接
点
」（
日
本
児
童
文
学
学
会
北
海
道
支
部
機
関
誌
「
ヘ
カ
ッ
チ
」
八
号

二
〇
〇
三
年
）

（
19
）

望
月
芳
明
『
人
間
の
詩
』
叢
書
江
別
に
生
き
る
五

江
別
市
教
育
委
員
会

一
九
九
四
年

（
20
）

横
田
由
紀
子
「
北
海
道
に
お
け
る
宮
沢
賢
治
研
究
｜
小
田
邦
雄
『
宮
澤
賢
治
覚
え
書
』
の
考
察
」（
日
本
児
童
文
学
学
会
北
海
道
支
部
機
関
誌
「
ヘ
カ
ッ
チ
」
六
号

二
〇

〇
一
年
）

（
21
）

柴
村
紀
代
「
北
海
道
で
の
『
税
務
署
長
の
冒
険
』
発
行
を
め
ぐ
っ
て
」（
日
本
児
童
文
学
学
会
北
海
道
支
部
機
関
誌
「
ヘ
カ
ッ
チ
」
一
〇
号

二
〇
〇
六
年
）

参
考
資
料

大
阪
国
際
児
童
文
学
館
・
編
『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
一
九
九
三
年

に
れ
の
樹
の
会
『
北
海
道
の
児
童
文
学
』
北
海
道
新
聞
社

一
九
七
九
年

北
海
道
文
学
館
・
編
『
北
海
道
文
学
大
事
典
』
北
海
道
新
聞
社

一
九
八
五
年

『
北
海
道
児
童
文
学
全
集
』
立
風
書
房

一
九
七
九
年

四
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
二
巻
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